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　近年、全国各地で甚大な自然災害が起こる中、消防団
が担う地域防災力の強化はますます重要となっています。
　現在、多古町消防団は416人で、火災現場での消火活動、平常時の火災予防活動、災害時の復旧・
警戒活動などで活躍しています。また、女性消防団もイベントでの啓発活動など、さまざまな場面
で活動しています。
　地域を守るため、ぜひ消防団で一緒に活動しませんか。入団を希望される方は消防多古分署まで
ご連絡ください。
【入団資格】
①�多古町に在住・在勤、または近隣市町に在住で、消防団活動を行うことができる方
　※性別不問
②年齢が18歳以上の方

前段左から　石井雄士【本部分団長】、土屋敏一【副団長】、工藤和明【団長】、瓜生修【副団長】、所雅視【本部分団長】、
　　　　　　伊橋孝太郎【本部分団長】
後段左から　【分団長】鈴木章夫（第一）、小川将説（第二）、小野田一哉（第三）、齊藤宏二（第四）、黒田昌伸（第五）、
　　　　　　宇井健一郎（第六）、並木孝昌（第七）

消防団員の募集

お問合せ●香取広域市町村圏事務組合消防本部多古分署　☎76-3255

　日頃より、多古町消防団へのご理解とご協力をいただきありがとうございます。
　今年に入り、全国的に大規模な山林火災が相次いで発生しています。山林火災の主な原因
は「たき火」「火入れ」などが半数を占めています。
　小さな火種でも大惨事を招くことがあります。火を扱う際は、消火器具の準備をするとと
もに、完全に火が消えるまで現場を離れることがないように注意しましょう。
　また、近年多発している大規模な自然災害は想定を遥かに上回ってきています。安全な未
来を築くために避難経路を知り、防災グッズを備えることが始めの一歩です。一人ひとりが
防災意識を持ち、災害に強い町を目指していきましょう。� 多古町消防団長 工藤 和明

消防団からのお願い

女性消防団員も
募集中！

令和7年度多古町消防団のリーダーです令和6年度 住民基本台帳の閲覧状況を公表します

お問合せ●住民課住民係　☎76-5401

　「住民基本台帳法」と「多古町住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する事務取扱規程」に基づき、
住民基本台帳の閲覧状況を下記のとおり公表します。

※閲覧できる情報は、住所・氏名・性別・生年月日に限られています。

閲覧者氏名（法人の場合は名称および
代表者または管理者）

閲覧事由（利用目的）の
概要

閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤 士朗

「首都圏の住宅における感
震ブレーカーの普及状況
等に関する調査」の対象者
抽出（委託者：内閣府政策
統括官）

令和6年
5月 24日

18歳以上の男女で住所が
「多古町東松崎」の住民の
うち26件

株式会社東京商工リサーチ千葉支店
支店長　地斉 康生

「令和 6 年度生活習慣に
関するアンケート調査」の
対象者抽出（委託者：千葉
県健康福祉部健康づくり
支援課）

令和6年
7月 19日

多古町全域の住民のうち、
15歳以上の男女130件

株式会社マーケティングリサーチ
サービス
代表取締役　岩川 恵理子

「令和6年度第 67回千葉
県政に関する世論調査」の
対象者抽出（委託者：千葉
県総合企画部報道広報課）

令和6年
8月 9日

18歳以上の男女で住所が
「多古町水戸」の住民のう
ち15件

株式会社東京商工リサーチ千葉支店
支店長　地斉 康生

「少子化に関する若い世代
の意識等調査」の対象者抽
出（委託者：千葉県健康福
祉部子育て支援課）

令和6年
8月 15日

18歳から 39歳の男女で
住所が「多古町飯笹」の住
民のうち20件

株式会社マーケティングリサーチ
サービス
代表取締役　岩川 恵理子

「男女共同参画社会の実現
に向けての県民意識調査」
の対象者抽出（委託者：千
葉県総合企画部多様性社
会推進課）

令和6年
9月 10日

18歳以上の男女で住所が
「多古町北中」の住民のう
ち20件

　多くの方に認知症を正しく理解していただくため、各団体や
サークルなどへ講師を派遣しています。お気軽にお申し込みく
ださい。

講座内容●認知症に関しての講座（90分程度）
申込方法● �2カ月前までに「日時・会場・参加人数・代表者の

連絡先」をお知らせください。
そ の 他●講師派遣の費用はかかりません。
　　　　　�会場の手配や参加者への連絡は、各団体でお願いし

ます。

申込・お問合せ●地域包括支援センター（認知症サポーター養成講座事務局）　☎70-6111

認知症サポーター養成講座を開催しています！
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